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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アクチンフィラメントの組み立て、および線維芽細胞や破骨細胞を含む様々な細胞の伸展と移動に重要な役割を果たす細胞骨格タンパク質であるタリン1に関連するタンパク質をコードしています。このタンパク質はタリン1とは異なる発現パターンを示しますが、タリン1と同様に、独自の膜貫通受容体と会合して、細胞外マトリックスとアクチン細胞骨格の間に新たな結合を形成すると考えられています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：インテグリンをアクチン細胞骨格に結合させる接着斑の主要成分として、細胞接着において重要な役割を果たす可能性があります。 PIP5K1Cを接着斑にリクルートし、そのキナーゼ活性を強く活性化します。,類似性:1つのFERMドメインを含みます。,類似性:1つのI/LWEQドメインを含みます。,細胞内局在:接着斑とシナプス。,サブユニット:PIP5K1Cと直接相互作用します。,
	研究分野
	焦点接着;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脾臓組織の免疫組織化学分析。1、TLN2ウサギポリクローナル抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。2、クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用して抗原賦活化した（>98°C、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した。

